
市民活動をＦＭラジオで発信  

『つなげよう！市民のチカラ！』 

 

○第８６回：２０２２年８月２８日（日） 

○ゲ ス ト：弘前大学児童文化研究部 KIDS’ 

宮腰 夕貴（ﾐﾔｺｼ ﾕｳｷ）さん 

佐々木 恵太朗（ｻｻｷ ｹｲﾀﾛｳ）さん 

 

写真：宮腰さん・佐々木さん 

○ 放送内容 

今回の放送では、弘前大学児童文化研究部 KIDS’の宮腰夕貴さんと佐々木恵太朗さんを

ゲストにお招きしました。宮腰さんと佐々木さんには、弘前大学児童文化研究部 KIDS’の

活動内容や今後の活動への思いなどについてお話しいただきました。 

 

🔶 『弘前大学児童文化研究部 KIDS’』って？ 

 「弘前大学児童文化研究部 KIDS’」は、弘前大学の公認ボランティアサークルです。主な

活動内容は、児童館を訪問しゲームや工作などを通じて子ども達と触れ合ったり遊んだり

することです。その他には、人形劇の発表や読み聞かせ、イベントでの工作コーナーのお

手伝いなどを行っており、最近では「りんご公園サマーフェスティバル」や「浅瀬石川ダ

ム ダム触れ合いデー」における子ども向けの工作体験コーナーのお手伝いをしました。 

また、サークルのメンバーは、宮腰さんが教育学部、佐々木さんが理工学部というよう

に、学部もさまざま📔🧪📐👨🏫で、子どもと触れ合いたいという約６０名の学生が集まっ

ています。お二人にこのサークルに所属したきっかけを尋ねたところ、宮腰さんは「専攻

が中学校コースのため、小学生に触れる機会があまり無く、低学年の子とお話ししたり遊

んだりしたいと思った😀💛」、佐々木さんは「同期の人から面白そうなサークルがあると

誘われ、元々子どもが好きだったこともあり、子どもと触れ合いたかった😆♪」と話して

くださり、子ども好きなお二人の笑顔がキラキラ輝いていました✨✨ 

 

◆ もっと子ども達と触れ合える活動を♪♪ 

 今後は、「理工学部の学生がいることを活かして、ロボットや新しい技術を使って、子ど

も達と遊んだりなど、今までやったことがないことをやってみたい」という佐々木さんと、

「やっぱり子ども達と直に触れ合えるような活動をもっと充実させたい」という宮腰さん。 

９月には、３日（土）宮園児童センターの訪問や１７日（土）弘前市立図書館での読み聞

かせを予定しているそうです。 

これからもたくさんのイベントに参加して活動を増やしていきたいと思っていますので、

子どもを対象とした地域や町会のイベントなどでお手伝いが必要な場合は、弘前大学学生

課（電話：0172-39-3117）まで、ぜひご連絡ください！いつでもご依頼をお待ちしてい

ます😉 


